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 森林水文学や河川水文学における最終目的の一つは任意の流域における水文現象を予測することである。そ

のためには、流域を構成する要素の多様性と空間性および要素間の関連性を包括的な視点から理解することが不可

欠である。そこで、本論では日本の河川流域からダムや取水等の人為の要因がない山地流域について、気候、地質、

地形、植生に関する要因を地理情報処理技術を用いて抽出し、各要因の流況に及ぼす影響の程度を多変量解析手法

を用いて検討した。 

 対象流域はダム管理年報、流量年表から流域面積が 70～1000km2 の範囲で、流量観測年数が 5 年以上あり、

上流にダムや取水堰が無いという条件を当てはめることにより 72 流域を選定した。これらの流域の流域界を地形

図から抽出し、デジタル化して３次メッシュ（通称 1km メッシュ）のラスターデータに変換した。 

 抽出する環境情報は３次メッシュに対応する数値地図を用いた。国土数値情報からは自然地形メッシュ

（G01-56M）、気候値メッシュ(G02-62M)、を利用し、地質は 100 万分の 1地質図（地質調査所、1995）、植生は環境

省第５回全環境保全基礎調査植生調査の成果を用いた。気候値メッシュからは気温データを用いてソーンスウエイ

トの可能蒸発散量を計算し、さらに乾燥指数（年降水量／年可能蒸発散量）を求めた。 

 これらのデータをラスターデータに変換することにより、流域情報と重ね合わせが可能となり、流域ごとの

特徴抽出が可能となった。流況値は最大流量、豊水流量、平水流量、渇水流量、最小流量、およびここで豊水流量

／渇水流量で定義する河況係数を流域ごとに求めた。地理情報解析により抽出された特徴値と流況に対して重回帰

分析および数量化Ⅰ類を適用し、各流況値を説明する要因について解析を行った。 

 その結果、流況を決める要因としては気候要因が最も重要であるが、次に植生要因が重要であり、特に低水

部分で植生が流況を決める重要な要因となることを明らかにした。各流況値は落葉広葉樹林が常緑針葉樹林より大

きくなり、常緑針葉樹林の損失の大きさを確認した。地質に関しては、第四紀火山岩類において年流出量が多く、

河況係数が小さくなる虫明ほか(1981)の結果を確認することとなった。地形に関しては重要な結果は得られなかっ

たが、1km メッシュによる地形表現能力の問題もあり、今後の課題としたい。 

 本論では流況に対する植生の効果が大きいことが重要な結論の一つであるが、植生の違い、例えば落葉広葉

樹と常緑針葉樹では年間200mm程度の流出量の差を生じることがCoweetaの一連の観測研究によって明らかにされ

ており（例えば、Swank and Crossley, 1987)、Bosch and Hewlette(1982)のレビュー論文も針葉樹を皆伐したと

きの年流出量の増加は広葉樹より 200mm 程度は大きくなることを示している。これらの結果から流況を決める要因

としては植生が重要な役割を果たすことは十分説明可能な結論であると考えられる。一方で、植生分布は気候帯と

も相関があることもあり、今後、詳細な地理情報解析を行うことにより、本論の結論を検証していく予定である。 
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